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１，当院での検査系の確立 
 
Ａ．研究目的 
中国・四国小児科におけるEVD68の早期診断
体制を整備する 
 
Ｂ．研究方法 
 呼吸器症状がメインのEVD68の確定診断の

ため、RT-PCR法を岡山大学小児科で実施する

体制を作る 

(倫理面への配慮) 

本研究は岡山大学病院倫理委員会へ申請を

予定している。 
 
Ｃ．研究結果 
 EVD68 のプローブ・プライマーを作成した。 

測定系の確認のための EVD68-RNA positive 

contorol は国立感染症研究所ウイルス第 2

部清水博之先生にご供与いただいた。岡山大

学小児科において、エンテロウイルス D68

の検出法を確立した。 
 
Ｄ．考察 
 当院は中国四国地区の基幹病院を中心に、

主に小児科医を対象として急性脳炎/脳症の

病原体解析の重要性を啓発し、急性期の検体

採取法・保存法・感染症研究所への搬送法の

指導を行っている。今回当研究室においてエ

ンテロウイルスD68を検出するRT-PCR法を確

立した。まず院内で施行可能な迅速診断を行

う。次に院外の検査機関や地方衛生研究所に

依頼する。経過中に急性弛緩性麻痺（AFP）

が出現した場合は速やかに5点セットを採取

し国立感染症研究所へ依頼を行う。呼吸器症

状が主のEVD68の迅速な確定診断が行われる

ことで、EVD68の病態が明らかになることが

期待される。 
 
Ｅ．結論 
 岡山大学小児科において、エンテロウイル

スD68の検出法を確立した。中国・四国小児

科における呼吸器症状が主のEVD68の確定診

断に有用である。 
 
２，診断に有用な因子について 
 
Ａ．研究目的 
中国・四国小児科における病原体不明脳炎・
脳症の原因同定および、エンテロウイルスD
68(EVD68)の診断に対する臨床現場への啓発
を行った。 
 
Ｂ．研究方法 
 中国・四国地区の小児科基幹病院、岡山・

香川地区の小児感染症基幹病院、岡山地区の

アレルギー疾患基幹病院において急性脳炎/

脳症の病原体解析やエンテロウイルスD68(E

VD68)の診断の重要性を啓発し、急性期の検

体採取法・保存法・感染症研究所への搬送法

の指導を行った。 

研究要旨 
中国・四国地区の小児科を中心に急性脳炎/脳症の病原体解析やエンテロウ
イルス D68(EVD68)の診断の重要性を啓発し、①急性期の検体採取の必要性、
②複数検体の採取、③採取検体の適切な保存、に重点をおき指導を行った。
正確な検体採取にはコメディカルとの連携が不可欠であること、および
EVD68 感染症の早期診断にはアレルギー医の役割が重要であることが判明
した。 
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（倫理面への配慮） 

岡山大学病院倫理委員会へ申請を行ってい

る。 

 
Ｃ．研究結果 
 各施設に指導を行い、現場スタッフの意見

を踏まえた結果、急性期に正確に検体を採取

するには、主治医とそのチームが、①急性期

の検体採取の必要性、②複数検体の採取の必

要性、③採取検体の適切な保存の必要性、を

事前に把握・共有しておくことが不可欠であ

ることが判明した。 
 
Ｄ．考察 
 急性脳炎/脳症の病原体解析やエンテロウ

イルスD68(EVD68)の診断の重要性を啓発し、

急性期の検体採取法・保存法・感染症研究所

への搬送法などについて指導を行った。 

 慌ただしい急性期の臨床現場において、検

体採取を迅速かつ正確に行うことは困難で

あり、事前の準備が必要である。今回各施設

の意見から下図の3点を事前に把握しておく

ことが重要であると考えた 

 
 また EVD68 感染症は、急性弛緩性麻痺
(AFP)を併発する特性に加えて、重度呼吸器
症状を併発する特性も有しているため、喘息
発作と診断されアレルギー医によって診療
を受けることが多い。また、EVD68 はほかの
エンテロウイルスと異なり腸管ではなく気
道で増殖しやすい特性を有しており、診断に
は小児感染症医の役割が大きい。したがって、
EVD68 診療においては各専門分野における
役割があり、各々が連携を行う必要がある。 
 
Ｅ．結論 
急性期に複数の検体を迅速に適切に採取す
ることはもっとも重要であるが非常に困難
である。医師を含めたすべての関連スタッフ

が、日頃より対応について共有しておくこと
が望ましい。EVD68 診療には小児神経科医、
小児感染症医、小児アレルギー医が連携する
ことで流行の早期把握と、重症症例診療の対
策につながることが期待される（下図）。 
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